
特
集鶴見

っ
て
ど
ん
な
町
？

連続テレビ小説「ちむどんどん」 鶴見沖縄県人会会長役 

片岡鶴太郎さんインタビュー
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■締め切り／ 6月 20日（月）消印有効

■応募先／〒 220-0011 横浜市西区高島1丁目 2番 8号   ㈱京急アドエンタープライズ『なぎさ』633号 詩募集係
　　　　   E-mail : nagisa.hiroba_e37@keikyu-group.jp 

■応募方法／はがきか封書、または E メールに下記必要事項をご記入の上、ご応募ください。
　①詩とタイトル（詩は300字程度）②郵便番号、住所 ③氏名（匿名希望の場合はペンネームも）④年齢 ⑤性別
　⑥電話番号、（Eメール応募の場合）メールアドレス ⑦本誌のご感想

あなたにとっての京急を詩にしてみませんか？
「忘れられないあの日の車内アナウンス」「学生時代に通った、恋人とデートしたあの駅・あのまち」
京急沿線の思い出、お気に入りの電車や駅、車窓の風景など、『なぎさ』に掲載する詩を募集しています。

※掲載された方には京急オリジナルQUOカード（1,000円分）を進呈します ※作品の掲載発表は冊子の発行をもって代えさせていただきます。
応募作品は返却いたしません。誤字など応募作品に一部加筆・修正させていただく場合があります ※応募作品の使用権は京浜急行電鉄㈱
に帰属します。発表の作品に著作権侵害等が発生した場合、一切の責任は負いかねます

6月 26日（日）   23：59［ 締め切り ］

※ご応募いただいた方の個人情報は、作品掲載および賞品の発送以外の目的で使用することはございません

読者プレゼントは WEB 応募になりました！
右の二次元コードを読み込んでアンケートに回答してくださった方の中から、
抽選で京急オリジナルQUOカード 1,000円分（20名さま）をプレゼント！

私
の
赤
い
部
屋

八
景
か
ら
の
七
分
間
が
わ
た
し
の
時
間

誰
に
も
あ
げ
な
い
。
誰
も
知
ら
な
い
、
わ
た
し
だ
け
の

駅
に
着
い
た
ら
お
母
さ
ん
に
な
る

駅
に
着
い
た
ら
娘
に
も
な
る

こ
の
七
分
間
だ
け
が
わ
た
し
の
時
間

テ
キ
ス
ト
を
開
い
て
資
格
を
取
っ
た

本
当
は
好
き
だ
っ
た
人
に
、
メ
ー
ル
を
返
し
た

音
楽
を
聴
き
な
が
ら
涙
を
タ
オ
ル
に
吸
い
取
ら
せ
た

わ
た
し
は
、
わ
た
し

京
急
の
赤
い
箱
で
わ
た
し
は
正
し
い
場
所
に
立
つ

作
／
福
山
路
子
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京
浜
工
業
地
帯
の
一
角
に
位
置
す
る
横
浜
市

鶴
見
区
は
、工
場
で
働
く
人
た
ち
が
暮
ら
す
町
。

か
つ
て
沖
縄
を
中
心
に
全
国
か
ら
職
を
求
め
て

多
く
の
人
が
や
っ
て
来
た
。
現
在
放
送
中
の

連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ち
む
ど
ん
ど
ん
」
で
は
、

沖
縄
か
ら
や
っ
て
来
た
ヒ
ロ
イ
ン
も
こ
の
町

で
暮
ら
す
。

 

「
ち
む
ど
ん
ど
ん
」
と
は
沖
縄
の
こ
と
ば
で
、

「
胸
が
わ
く
わ
く
す
る
気
持
ち
」。
今
号
で
は
、

一
見
で
は
わ
か
ら
な
い
、
ち
ゃ
ん
ぷ
る
〜（
ご

ち
ゃ
ま
ぜ
）文
化
の
町・鶴
見
の
魅
力
を
ご
紹
介
。

鶴
見
っ
て

 
ど
ん
な
町
？
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連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ち
む
ど
ん

ど
ん
」
で
、
故
郷
沖
縄
を
出
た
も

の
の
、
見
知
ら
ぬ
町
・
鶴
見
で
途

方
に
く
れ
て
い
た
ヒ
ロ
イ
ン
の
比

嘉
暢
子
を
救
う
の
が
、
片
岡
鶴
太

郎
さ
ん
演
じ
る
鶴
見
沖
縄
県
人
会

会
長
の
平
良
三
郎
だ
。

　

現
存
す
る
鶴
見
沖
縄
県
人
会

は
、
１
９
５
３（
昭
和
28
）年
に
発

足
。
当
時
の
沖
縄
産
業
の
中
心
は

サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産
だ
っ
た
が
、
凶

作
や
砂
糖
価
格
の
暴
落
な
ど
に

よ
っ
て
農
民
た
ち
は
生
活
難
を
強

い
ら
れ
、
そ
う
し
た
人
た
ち
が
働

き
口
を
求
め
て
鶴
見
に
や
っ
て
来

た
。
そ
の
数
約
３
万
人
。
ほ
と
ん

ど
が
京
浜
工
業
地
帯
の
工
場
で
働

い
て
い
た
と
い
う
。
鶴
見
が
関
東

最
大
の
沖
縄
タ
ウ
ン
と
な
る
ほ
ど

沖
縄
の
人
が
集
ま
っ
て
来
た
の
は
、

当
時
就
職
や
融
資
な
ど
で
差
別
を

受
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
。
県

人
会
は
、
同
郷
の
人
た
ち
同
士
で
、

助
け
合
い
生
き
て
い
く
た
め
に
立

ち
上
げ
ら
れ
た
。
片
岡
さ
ん
演
じ

る
三
郎
は
、
沖
縄
か
ら
鶴
見
へ
働

き
に
や
っ
て
来
た
親
の
も
と
で
生

ま
れ
た
沖
縄
二
世
。
今
回
の
役
ど

こ
ろ
や
ド
ラ
マ
の
魅
力
に
つ
い
て
、

片
岡
さ
ん
に
話
を
う
か
が
っ
た
。

楽
し
い
こ
と
や
苦
し
い
こ
と
を

わ
か
ち
合
っ
た
時
代
か
ら
、

温
か
い
人
の
絆
を
感
じ
て
ほ
し
い

男気があり、荒くれ者たちを束ねる器量持ちの三郎。二世なので沖縄に対
するコンプレックスや憧れがあり、三線を習う。片岡さんはドラマで演奏す
るために、昨年 3 月から稽古を始め、以降 1日も練習を休んでいないそう。
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鶴見ってどんな町？

や
人
と
人
と
の
絆
や
ぬ
く
も
り
が

流
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
本
土
復
帰

50
年
を
記
念
し
た
ド
ラ
マ
で
す
か

ら
。
当
時
の
温
か
い
支
え
合
い
を

通
じ
て
、
あ
ら
た
め
て
今
の
平
和

―
ド
ラ
マ
の
舞
台
と
な
る
鶴
見

の
町
や
人
の
印
象
は
？

　
当
時
、
鶴
見
に
出
稼
ぎ
に
来
て

い
る
若
い
人
た
ち
は
、
沖
縄
で
暮

ら
す
家
族
を
支
え
た
い
、
助
け
た

い
と
い
う
思
い
を
持
っ
た
人
ば
か

り
。
同
じ
境
遇
同
士
で
肩
寄
せ
合

い
な
が
ら
、
楽
し
い
こ
と
や
苦
し

い
こ
と
を
わ
か
ち
合
っ
て
、
生
き

て
い
た
時
代
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

　
僕
が
演
じ
る
三
郎
は
鶴
見
で
営

む
沖
縄
料
理
店
「
あ
ま
ゆ
」
に
居

座
っ
て
い
て
、
仕
事
が
終
わ
っ
た
ら

み
ん
な
こ
の
店
に
集
ま
っ
て
、
お
酒

を
飲
ん
で
語
り
合
う
。
明
日
に
希

望
を
抱
き
な
が
ら
、
三
線
を
弾
い

て
、
沖
縄
の
歌
を
歌
っ
て
、
故
郷

を
思
い
出
し
た
り
す
る
ん
で
す
。

―
三
郎
と
ヒ
ロ
イ
ン
比
嘉
暢

子
は
ど
ん
な
関
係
？

　
実
は
僕
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
暢

子
ち
ゃ
ん
と
同
じ
年
齢
な
ん
で

す
。
現
実
に
存
在
し
て
い
た
ら

67
歳
で
す
よ
、今
。そ
う
な
る
と
、

私
の
演
じ
て
い
る
三
郎
は
私
の

父
親
と
同
じ
年
ぐ
ら
い
。
だ
か

ら
、
暢
子
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て

は
東
京
の
父
親
の
よ
う
な

存
在
で
、
三
郎
も
娘
の
よ
う

に
愛
情
を
か
け
て
見
守
っ
て

い
ま
す
。

―
ド
ラ
マ
を
通
し
て
、
見

る
人
に
ど
ん
な
こ
と
を
伝
え

た
い
で
す
か
？

　
こ
の
ド
ラ
マ
に
は
、
家
族

が
か
け
が
え
の
な
い
も
の
だ
と
思

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
物
語
の
時
代
は
ま
だ
ま
だ
男
尊

女
卑
の
社
会
で
す
が
、
ど
ん
な
時

代
で
も
、
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら

に
し
て
自
由
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
基
本
。
誰
だ
っ
て
、
夢
や
希
望

が
あ
る
か
ら
こ
そ
生
き
ら
れ
る
。

自
分
の
意
志
で
夢
を
選
び
、
志
を

持
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
を
、
暢
子
ち
ゃ
ん
の
活
躍
か
ら

伝
わ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

上
／
下
宿
先
の「
あ
ま
ゆ
」で
料
理
す
る
ヒ
ロ
イ
ン
・
暢
子
。

下
／
鶴
見
の
舞
台
セ
ッ
ト
に
、当
時
の
町
の
面
影
を
感
じ
る
。

連続テレビ小説「ちむどんどん」のあらすじ

今年、本土復帰50年を迎えた沖縄を舞台に、
沖縄料理に夢をかけるヒロイン（黒島結菜）
と強い絆で結ばれた兄妹の「家族」と「ふるさ
と」の物語。物語の始まりは1964年、沖縄
が米国統治下にある時代。沖縄本島北部の
やんばる地域でサトウキビ農家の次女とし
て生まれたヒロイン暢子は、料理人を目指
して東京、横浜市鶴見へと上京するー。

［片岡 鶴太郎さん］1954年東京生まれ。役者に
なることを夢見て、高校卒業後、片岡鶴八師匠に弟
子入り。テレビのバラエティー番組をきっかけに大
衆の人気者となり、その後、俳優としても活躍。

連続テレビ小説「ちむどんどん」　NHK 総合　月～土曜日　午前 8：00～8：15 ほか　※土曜日は1週間の振り返り5



だ
か
ら
よ
〜
、

鶴
見
の
人
が
大
好
き
な
ん
で
す

「ちむどんどん」横浜鶴見
プロジェクト実行委員会
と沖縄の泡盛メーカー忠
孝酒造とで製造。うまみが
濃く、深みのある味わい。
1,320円（720ml/25度）。

横浜鶴見
ちむどんどん
泡盛ボトル

見
で
沖
縄
シ
ョ
ッ
プ
「
ぷ

か
ら
す
家
」
の
立
ち
上
げ

か
ら
携
わ
り
、
商
売
を
通
じ
て
、

う
ち
な
ー
ん
ち
ゅ（
沖
縄
の
人
）の
魅

力
に
ハ
マ
っ
た
と
い
う
野
村
拓
哉

さ
ん
。
２
０
２
０
年
に
は
、
渡
辺

熱
監
督
と
と
も
に
地
域
発
信
型
映

画
「
だ
か
ら
よ
〜
鶴
見
」
を
製
作
。

沖
縄
県
外
で
唯
一
続
く
沖
縄
角す
も
う力

を
取
り
上
げ
た
。

 

「
初
め
て
沖
縄
角
力
大
会
を
見
た

と
き
、
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
で

も
、
観
戦
者
は
沖
縄
県
人
会
の
人

ば
か
り
。
沖
縄
独
自
の
文
化
を
、

も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
人
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
」

神奈川県藤沢市出身。「鶴
見ウチナー祭」と「ちむどん
どん」横浜鶴見プロジェク
ト実行委員会の事務局長
を務め、現在は YouTube
番組「鶴見でちむどんどん
チャンネル」で鶴見の魅力
を配信中。2022年3月「沖
縄企画ユンタクヤ」を設立。

鶴見の町の案内人

野村 拓哉さん
鶴

6



鶴見ってどんな町？

　

沖
縄
角
力
だ
け
で
は
な
く
、
エ

イ
サ
ー
や
三
線
な
ど
、
鶴
見
に

は
沖
縄
か
ら
移
住
し
た
人
た
ち
に

よ
っ
て
、
伝
統
芸
能
が
粛
々
と
引

き
継
が
れ
て
い
る
。

 

「
沖
縄
の
人
は
当
た
り
前
す
ぎ
て
、

そ
の
魅
力
に
気
づ
か
な
い
。
鶴
見

に
は
た
く
さ
ん
の
沖
縄
の
店
や
文

化
が
あ
る
の
で
す
が
、
横
の
つ
な

が
り
が
薄
く
、
ひ
と
つ
に
集
ま
る

場
所
が
な
か
っ
た
ん
で
す
。
だ
か

ら
“
よ
そ
者
”
の
僕
が
、
み
ん
な

を
ひ
と
つ
に
で
き
た
ら
な
っ
て
」

　

２
０
１
６
年
に
野
村
さ
ん
が
主

催
し
た
「
鶴
見
ウ
チ
ナ
ー
祭
」
は
、

初
開
催
な
が
ら
大
盛
況
。
入
船
公

園
に
自
転
車
が
ひ
し
め
き
あ
っ
て

止
ま
り
、「
何
よ
り
町
の
人
が
よ

ろ
こ
ん
で
く
れ
た
の
が
一
番
う
れ

し
か
っ
た
」
と
話
す
。
沖
縄
の
文

化
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
は
、
野

村
さ
ん
に
と
っ
て
、
商
売
で
お
世

人、料理、音楽、
沖縄文化が根づく

鶴見の日常

①温かい音色を奏でる三線。胴にヘビの皮を張り、ツメ
を指にはめて弾く。②鶴見で見かける、沖縄の守り神・
シーサー。③珍しい沖縄の食材が入手できる「ぷから
す家」。④リトル沖縄の聖地・仲通り商店街のベンチが
定位置の“おばあ”と。⑤⑥ソーキそば（中）880円。沖縄
料理の居酒屋「八ちゃん」のママとも仲良し。

❶

❷

❸

❻

沖縄のソウルフード
ソ
ー
キ
そ
ば

❺

いちゃりばちょーでー！

（一度会えば、みなきょうだい）

「鶴見ウチナー祭」でちむどんどんしよう！
「ぷからす家」の島袋社長と野村さん
とで始めた「ウチナー祭」。沖縄の食
と芸能の祭典で、最近では100店舗
近くのお店が出店し、累計 7 万人ほ
どの入場者が押し寄せる。今年の開
催は、11月5（土）・６日（日）を予定。

https://www.tsurumi-uchinafes.jp
詳細はこちら↓

話
に
な
っ
た
沖
縄
の
人
た
ち
へ
の

恩
返
し
で
も
あ
る
。

 

「
次
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
伝
統
は
残

し
つ
つ
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
性
の
あ
る
沖
縄
の
イ
ベ
ン
ト
を
、

広
く
全
国
で
開
催
し
て
い
き
た
い
」

　

そ
ん
な
思
い
で
、
日
々
鶴
見
の

う
ち
な
ー
ん
ち
ゅ
と
ふ
れ
あ
い
な

が
ら
、
沖
縄
文
化
を
学
ん
で
い
る
。

ぷからす家 ●☎ 045-582-8186 ●住 横浜市鶴見区東寺尾 5-1-2 
● 生麦駅から徒歩約10分 ●営 11：00〜19：00 ●休 年始のみ

❹
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普 通 電 車 の 旅
京 急 線 　

ひ と 駅 ご と に 行 き た い ま ち

沖縄にルーツを持つ人や沖縄を愛する
人たちがつくった鶴 見の沖 縄タウン。
ディープながら、人は陽気で時間はゆっ
たり流れている。京急の電車を降りた
ら鶴見川を越えて、南国の風を感じに
出かけてみよう。

うちなー（沖縄）の入り口

京 急 鶴 見 駅  編
け いきゅうつ る  み

この街のおもしろ
ポイント

vol.042nd Season

１ 沖縄タウンの中心地・仲通り商店街

2 おきなわ物産センター前では“おばあ”に会えるかも

3 夏バテが防止できる豚肉メインの沖縄料理店多数

4 南米経由の沖縄二世三世で南米文化も根づく

5 ミンサー織には「いつの世までも末永い幸せ」の意

町のアイコン的ショップ。現地の日常食材やカラ
フルなドリンク、民芸品など約 1,000 種類の品
が並ぶ店内に南国気分が高まる。チャンプルーに
欠かせないポークランチョンミートや沖縄限定
のお菓子も。店頭販売の総菜は毎日手づくり。

●☎ 045-504-7816  ●住 横浜市鶴見区仲通 3-74-14
● 臨港バス「本町通四丁目」下車徒歩約 6 分 ●営 10：00〜
19：00 ●休 元日のみ ●料 サーターアンダギー（プレーン）
90円ほか

ピクニックや運動に楽器の練習。
思い思いに過ごせる町のオアシス。
鶴見ウチナー祭の会場でもある。７月に開催予定のサンパ
チェンス祭には、さまざまなジャンルのミュージシャンが集結。

●☎ 045-501-2343 ●住 横浜市鶴見区弁天町 3-1 ● 臨港バス「入船橋」
下車徒歩約 1 分 ※イベントの詳細は HP もしくはヤギえんちょうのツ
イートをご確認ください

ミンサー織

\ ちむどんどんするまち横浜鶴見 特別編  /
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鶴見ってどんな町？

京急鶴見駅

村
むら

松
まつ

 武
たけ

志
し

さん

今、注目の沖縄タウンまでは
駅からバスのご利用が便利です

多国籍な人々が暮らしているので、
いろいろな国の言葉が行き交う活気
のある町です。連続テレビ小説「ちむ
どんどん」（NHK）の効果で、お問い
合わせが急増しました。町がますます
盛り上がる予感がしています。

京
急
鶴
見
駅

至
 花

月
総
持
寺
駅

入船公園
C

15

潮田公園

ユリショップ

入船小学校

鶴見川

本町通四丁目
は

駅から臨港バスで
約4分

A

E

B
D

至
 鶴

見
市
場
駅

戦前から毎年7月に
実施されている
沖縄の伝統文化

「沖縄角力」大会の会場。

南米人御用達の
ブラジルの
コンビニエンスストア

本町通四丁目

入船橋

鶴見神社

八ちゃん

※価格、営業時間などの情報は変更になる場合がございます

やちむんやミンサー織などの島雑貨も販売する
沖縄そば食堂。おためしサイズの三枚肉そばに
じゅーしぃおにぎり1 個がついた「じゅーおにセッ
ト」は、お店をはしごするのにぴったりなサイズ。

●☎ ●住 ● Ⓑおきなわ物産センターと同じ ●営 お食事11：00
〜15：00（LO14：30）、島雑貨11：00〜17：00 ●休 水・木
曜日 ●料 じゅーおにセット 650円ほか

麺がメインの家庭料理店。店主の雪山秀
人さんのモットーは、「ここで食べるからお
いしい」鶴見仕様の沖縄料理。

●☎ 045-506-5754 ●住 横浜市鶴見区仲通 3-72-2
● 臨港バス「本町通四丁目」下車徒歩約 5 分 ●営 11：00〜
15：00、16：00〜20：00 ●休 火・第 3 水曜日 ●料 焼き
そば 680円ほか

沖縄に憧れ、恋しく思う人たちをマスター
の比嘉さん夫婦が陽気に出迎える。泡盛
に沖縄料理、三線ライブでうちなーの雰囲
気に酔いしれよう。

●☎ 045-521-2953  ●住 横浜市鶴見区鶴見中央 1-18-
2 徳永ビル1F ● 駅から徒歩約 4分 ●営 17：00〜22：
00（LO21：00）●休 日・月曜日 ●料 ソーキのからあげ
660円ほか ※ライブ情報は、Facebookを確認ください
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お
う
ち
レ
シ
ピ  

鶴
見
の
マ
マ
に
教
わ
る
、
沖
縄
の
お
や
つ

沖縄式お好み焼き

ひらやーちー

サーターアンダギーと並ぶ、沖縄のポピュラーなおやつ。モズクやチーズを入れた
りして、家庭ごとにレシピが異なり、手軽に作れて酒のつまみにも。

作り方
❶ニラは 1cm 幅に切る
❷ボウルに生地の材料を入れて、よく混ぜ合わせる
❸かつお濃縮だしと塩を加える
❹強火で熱したフライパンにサラダ油をひく。油でぎとぎとに

ならないように、表面をペーパータオルで拭き取って休ませる
❺中火にしたフライパンに生地を流し入れて薄く広げ、表面まで

焼き色が出てきたら、裏返して弱火にする
❻時々フライ返しで生地をぺったんこにおさえつつ、フライパンを回

しながらまんべんなく火を通す
❼両面に焼き色がついたら完成。お好みで、しょうゆとマヨネーズ

をかけてもおいしい

100g

1 個
50g

100g

大さじ 2
少々
適量

材料（2人前）

ちぢみ粉
（ひらやーちーミックスでも可）

卵
ノンオイルツナ缶
ニラ

［ 生地 ］

かつお濃縮だし
塩
サラダ油

「沖縄に帰らなくても、この店に来ればみんなが沖縄
の歌を歌ってくれる」と、連日うちなーんちゅの常連
でにぎわう沖縄料理店。ママは 2 代目で鶴見育ち。

教えてくれた人 ／「八ちゃん」のママ

冷
蔵
庫
に
あ
る
も
の
で
ア
レ
ン
ジ
自
在
♪

ぺ
っ
た
ん
こ

に
焼く

とカリカリ食感

【八ちゃん】

●☎ 045-503-1587 ●住 横浜市鶴見区浜町 1-8-8
● 臨港バス「入船橋」下車徒歩約 1 分 
●営 17：00〜23：00 ●休 火・水曜日
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横浜方面

横浜方面からの電車はホーム手前の連
絡線を通り、1番線に到着。進行方向を
変えて空港線へ。

❷連絡線完成（2002年〜）

1番線 2番線

3番線品川方面

連
絡
線

羽田空港
方面

横浜方面からの電車は 4 番線に到着。
進行方向を変えて空港線へ。

❸高架化後（2010年〜）

横浜方面

羽田空港方面

品川方面

4番線
6番線

5番線

横浜方面からの電車は３番線に到着し、
そのまま品川方面に。進行方向を変え、
渡り線で 1番線を経由して空港線へ。

❶渡り線（1999年〜）

1番線 2番線

3番線 横浜方面品川方面

羽田空港方面

渡り
線

急
本
線
と
空
港
線
は
、
京

急
蒲
田
駅
を
分
岐
点
に

「
人
」
の
よ
う
な
線
を
描

い
て
い
る
（
左
写
真
下
）。
下
に
位

置
す
る
横
浜
方
面
か
ら
羽
田
空
港

間
を
乗
り
換
え
な
し
で
行
け
る
の

は
、
京
急
蒲
田
駅
で
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ

ク
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

HISTORY OF KEIKYU

京

37

京
急
電
鉄
の
謎

ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
で

乗
り
換
え
な
し
で
空
港
へ
！

京急のスイッチバックの歩み
History of Switchback

・1999（平成 11）年 7月
横浜方面からの
羽田空港直通列車の運転が開始

・2012（平成 24）年 10月
京急蒲田駅付近高架化事業完成

・2002（平成 14）年 10月
本線下り線と空港線に
連絡線が開通

　

ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
と
は
、
電
車
の

進
行
方
向
を
鋭
角
に
転
換
す
る
運

行
方
法
。
横
浜
方
面
か
ら
京
急
蒲

田
駅
に
到
着
し
た
電
車
は
、
ホ
ー

ム
で
待
機
し
て
い
た
空
港
線
担
当
の

運
転
士
・
車
掌
が
約
１
分
で
本
線

担
当
の
運
転
士
・
車
掌
と
交
代
し
、

逆
向
き
で
羽
田
空
港
方
向
に
進
む
。

　

京
急
線
で
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
が

導
入
さ
れ
た
の
は
１
９
９
９
年
。

２
０
０
２
年
に
はFIFA

ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ™

が
日
韓
共
同
で
開
催

さ
れ
る
に
あ
た
り
、
横
浜
・
羽
田

空
港
間
の
輸
送
増
強
を
図
っ
た
。

　

当
時
、
地
上
駅
だ
っ
た
京
急
蒲

田
駅
で
は
渡
り
線（
図
❶
）や
連
絡
線

（
図
❷
）を
使
っ
て
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク

が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
駅
が
高
架

化
に
よ
っ
て
３
階
構
造
に
な
っ
て
か

ら
は（
図
❸
）さ
ら
に
ス
ム
ー
ズ
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
導
入
当
初

は
１
日
２
本
だ
っ
た
横
浜
方
面
か
ら

羽
田
空
港
行
き
の
直
通
列
車
は
、
現

在
※１
日
87
本
に
増
え
、
輸
送
力
を
増

し
て
い
る
。

　

都
市
部
で
は
め
ず
ら
し
い
ス

イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
。
逆
に
流
れ
る
車
窓

の
景
色
と
と
も
に
、
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ

ク
を
支
え
る
京
急
の
技
も
キ
ャ
ッ
チ

し
よ
う
。

2002年の連絡線完成後
（写真上）と高架化後の
京急蒲田駅。

スイッチバックの変遷

品川↑

横浜↓

京
急
蒲
田
駅

羽田空港 ↓

※
２
０
２
２
年
２
月
現
在
、
神
奈
川
新
町
駅

始
発
を
除
く
平
日
の
本
数
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FUTURE OF KEIKYU

葉っぱをモチーフにした「リーフシリーズ」
（1,430 円〜）。buøy はポップアップストア
や CINEMA AMIGO（逗子市）などで販売中。

０
２
０
年
、
㈱
テ
ク
ノ
ラ

ボ
の
社
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Plas

＋tech project

（
プ
ラ
ス

テ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
か
ら
、
海

洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
（
以
下
海
洋

プ
ラ
）
を
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
し
た
雑

貨
ブ
ラ
ン
ド「buøy

」が
誕
生
し
た
。

表
面
の
フ
ィ
ル
ム
以
外
は
１
０
０
％

海
洋
プ
ラ
。
分
解
さ
れ
ず
に
海
を
汚

染
し
、
生
態
系
に
悪
影
響
を
も
た
ら

し
て
い
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
だ
。

 

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
と
し
て

２

海
洋
プ
ラ
は
見
過
ご
せ
な
い
問
題

で
し
た
。
原
因
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
使
い
捨
て
に
あ
る
と
考
え
、
購

入
す
る
人
が
愛
着
を
持
っ
て
選
び
、

捨
て
ら
れ
な
く
な
る
よ
う
な
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
を
つ
く
ろ
う
と
思
っ

た
の
で
す
」
と
、
ブ
ラ
ン
ド
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
で
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
田
所
沙
弓
さ
ん
。
浮ふ

標ひ
ょ
うの

ブ
イ
に

ち
な
ん
で
い
る
ブ
ラ
ン
ド
名
に
は
、

購
入
（buy

・
バ
イ
）
意
識
を
あ
ら

た
め
よ
う
と
い
う
思
い
も
込
め
ら

れ
て
い
る
と
い
う
。

　

原
材
料
と
な
る
海
洋
プ
ラ
は
、

社
員
の
有
志
が
三
浦
海
岸
な
ど
で

回
収
し
て
い
た
が
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
で
活
動
を
発
信
し
た

こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
賛
同
し
た

37File.

捨てられない
プラスチックで

海を守る

buøy（ブイ）

いま、見えてくる
京急沿線の未来

ペットボトルやビニール袋とは違い、再生されず燃
料にもならないプラスチックが buøy の原材料。各
地のボランティアから買い取っている。
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全
国
の
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
か
ら
も
集
ま
る
よ
う

に
な
っ
た
。
三
浦
（
神
奈
川
県
）、

若
狭
（
福
井
県
）、
小お

値ぢ

賀か

島じ
ま

（
長

崎
県
）―
。
商
品
に
採
取
地
を
記

し
て
い
る
の
は
、
ご
み
を
拾
っ
て
く

れ
て
い
る
人
が
い
る
と
い
う
購
入

者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
り
、
ご
み

は
使
い
道
が
あ
れ
ば
資
源
に
な
る

と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
で
も
あ
る
。

 

「
海
洋
プ
ラ
の
採
取
地
を
訪
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
、
日
本
が
世
界
有

数
の
海
洋
プ
ラ
の
漂
着
地
だ
と
い

う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
海
流
や

気
圧
に
よ
っ
て
流
さ
れ
る
海
洋
プ

ラ
は
、
採
取
さ
れ
る
土
地
と
時
期
で

表
情
が
違
う
。
そ
れ
が
ひ
と
つ
ひ
と

つ
異
な
るbuøy

の
風
合
い
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
」
と
、
代
表
取
締
役

の
林
光
邦
さ
ん
。「
そ
の
出
合
い
も

感
じ
て
く
れ
た
ら
」

　
林
さ
ん
は
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は

人
間
ら
し
い
素
材
」
と
言
う
。「
人

間
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
科
学
技
術
が
発
達
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
が
地
球
環
境
に

と
っ
て
害
悪
に
な
っ
て
い
る
。
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
も
、
本
来
で
あ
れ
ば
働
く

人
、
使
う
人
の
た
め
に
開
発
さ
れ

た
人
に
や
さ
し
い
素
材
。
そ
れ
が

安
価
に
大
量
生
産
さ
れ
た
こ
と
で
、

海
洋
プ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。今
、

私
た
ち
は
ど
う
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に

向
き
合
う
べ
き
か
。
た
ど
り
着
い
た

答
え
の
ひ
と
つ
がbuøy

で
す
」

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
良
い
と
こ
ろ
を

次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
。

そ
の
思
い
と
と
も
に
、buøy

は
い

つ
か
な
く
な
る
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
活

動
を
続
け
て
い
る
。❶各地から集まった海洋プラを粉砕

し、採取地・色別に保管。❷熱で溶
かしてプレス機で成形。❸原材料には
多種多様なプラスチックが混在。融点
や収縮率の違いが模様を描く。❹縁を
カッターでそいで仕上げる。海洋プラ
を分別せずに成形する製造技術は特
許を取得している。 http://www.techno-labo.com/rebirth

林さん（左）と田所さん。林さんは東京
都立大学経済学部卒業後、父親のプラス
チック工場、IT ベンチャー企業を経て、
2004 年に「自宅の逗子から通える大き
な町」の横浜に㈱テクノラボを設立した。

—Process to Product —
海洋プラが buøy になるまで

❶

❷

❸

❹
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Photographer ／濱津和貴（表紙、3、12）飯坂 大（表紙、5）金澤美佳（14）  illustrator ／横山吉朋（2）田中未樹（8） ※冊子内の価格はすべて税込みです

路線図

19

バ
ー 

サ
タ
ン

横
須
賀
の
ソ
ウ
ル
カ
ク
テ
ル

飲
め
る
ブ
ラ
ジ
ャ
ー

横
須
賀
中
央
駅

「
横
須
賀
の
実
家
」の
異
名
を
持
つ
サ
タ
ン
は
、
祖
母
か
ら
母
娘
が
受
け
継
ぎ
今
年
で
創
業
60
年
。

廣
子
さ
ん
と
恵
美
さ
ん
は
横
須
賀
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
モ
デ
ル
で
も
あ
る
。

　

横
須
賀
で
戦
後
か
ら
愛
さ
れ
続
け
る

ス
ナ
ッ
ク
街
「
若
松
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
に

は
、
ブ
ラ
ン
デ
ー
を
ジ
ン
ジ
ャ
ー
エ
ー

ル
で
割
っ
た
「
横
須
賀
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
」

な
る
も
の
が
あ
る
。
神
奈
川
県
と
横
須

賀
市
、
若
松
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
人
た
ち
が

「
ハ
イ
ボ
ー
ル
の
次
の
ブ
ー
ム
に
」
と

生
み
出
し
た
ご
当
地
カ
ク
テ
ル
で
、
味

わ
い
は
店
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
。

　

緒
方
廣
子
さ
ん
と
恵
美
さ
ん
母
娘
が

営
む
「
バ
ー 

サ
タ
ン
」の
横
須
賀
ブ
ラ

ジ
ャ
ー
（
７
０
０
円
）
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ー

と
ジ
ン
ジ
ャ
ー
エ
ー
ル
と
炭
酸
水
が
１
：

１
：
１
。
ま
ろ
や
か
な
甘
い
香
り
な
が
ら

ピ
リ
ッ
と
し
た
飲
み
心
地
は
、
常
連
の
お

客
さ
ん
と
何
杯
も
飲
み
比
べ
を
し
て
考
案

し
た
レ
シ
ピ
だ
と
い
う
。
サ
タ
ン
で
は
ほ

か
、す
り
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京急沿線の未来紹介エリア P12-13

▲特集・普通電車の旅紹介駅 P3-10

▲

この店、あのひと紹介駅 P14

▲
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次号は、2022年8月1日（月）MIULIKEとの合併号を発行予定です

京急沿線マガジン「なぎさ」バックナンバーは、京急電鉄オフィシャルサイト「KEIKYU WEB」
でお楽しみください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　www.keikyu.co.jp

INFORMATION ※諸事情により、イベントなどが延期または中止になる場合がございます。詳しくはHPなどでご確認ください

■開催期間／6月19日（日）まで（ゴールは17：00まで）
■詳細／ https://www.cocoyoko.net/event/keikyu-syobu.html
■お問い合わせ／ 046-822-8124（横須賀集客促進・魅力発信
実行委員会）

2022年度第1回よこすか京急沿線ウォーク
「色鮮やかな花を堪能 しょうぶ満喫ウォーク」

よこすか京急沿線ウォーク 2022

2022 年度第 1 回
目の「よこすか京
急 沿 線ウォーク」
は、ハナ ショウブ
が見ごろを迎える
しょうぶ園を中心
に、市内各所をめ
ぐるコースとなっ

ています。抽選で当たる特別賞のほか、スマートフォン
で参加された方限定の賞品もご用意しています。

■開催期間／6 月30 日（木）まで
■詳細／ https://www.keikyu-store.co.jp/daitanjosai0530
■お問い合わせ／ 0120-34-0453 （京急ストアお客様ダイヤル
／ 10：00〜18：00 ※土・日・祝日を除く）

6月は京急ストアの誕生月！「大誕生祭」開催
京急ストア

京急沿線のみなさま
への日頃の感謝を込
めた企画を沢山ご用
意しています。6月
の京急ストアは「い
いコト」いっぱい！ 
詳しくは、京急スト
アアプリもしくは下
記ホームページから
ご確認ください。

■開催期間／ 8 月 31 日（水）まで
■詳細／ https://www.keikyu.co.jp/cp/gyogyo2022
■お問い合わせ／ 045-225-9696（京急ご案内センター）

「京急ギョギョギョッフェア 2022」開催！
京急グループ

６月の環境月間を機に、
「 京 急ギョギョギョッ
フェ ア 2022」を 開 催
しま す。 期 間 中 に は、
SDGs目標14「海の豊
かさを守ろう」をテーマ
にした「さかなクン」に
よるトークショー（応募

制）やハッシュタグキャンペーンなど、夏にぴったりの
企画をご用意しています。今年の夏は「さかなクン」と海
について考えよう！ 詳しくは特設ページをご覧ください。

■開催期間／ 6 月 26日（日）までの 9：00〜16：00
■詳細／右の二次元コードからご 確認ください
■お問い合わせ／ 045-225-9696（京急ご案内センター）

京急にのって行こう！ ちむどんどんの舞台
横浜鶴見をめぐるウォークラリー

京急電鉄

京急電鉄は鶴見区
と共催で連続テレ
ビ小説「ちむどんど
ん」（N H K ）の舞台
地である横浜鶴見
の魅力をより知って
いただくため、区内

のお出かけスポットをめぐるデジタルウォークラリーを開
催中です。1コースを制覇した方には抽選で京急電鉄と
鶴見区のオリジナルグッズが当たります。ぜひ
鶴見区の魅力を再発見してみませんか？
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（受付時間）9:00〜17:00 年末年始は休業

京急線の時刻や運賃など京急に関するお問い合わせは

※営業時間は変更となる場合がございます。
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